
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（以下、あいさつ要旨） 

「子ども２人が私学に通っているので、厳しさはよくわかる。どの子どもでも教育を受ける

機会を失ってはいけない。高校無償化の流れができているが、与野党を超えて進めて

いきたい」（山崎議員）、「4 年間文教科学委員を務めて、生徒の自死、不登校、教員の

働き方などに向きあってきた。自治体間格差や所得制限があっては、じっくり落ち着い

て学べない。どの子どもも自分が学びたいところで学べるようにしていきたい」（宮口議

員）、「３党実務者協議の責任者を務めてきた。高校授業料無償化は、今年度公立高校

授業料分を実施し、来年度は上限を４５万７０００円に引き上げるためは４０００億円程度

の予算が必要だが、必ず来年やりますから。奨学給付金、外国の生徒、通信制などの

制度設計は残っているが、12月の本予算案までに決めていく。今後はさらに、大学など

次のステップに進んでいく」（柴山議員）、「各党が「教育予算を増やせ」と公約に掲げて

一歩ずつ前進し、ついに所得制限の事実上

の撤廃まで来たのはみなさんの運動の成果

だ。まだ授業料以外の負担があり、ここで終わ

るわけにはいかない。文科省のホームページ

を見ると、私学振興は大切とちゃんと書いてあ

る。大学の入学金は、二重払いをしないです

むよう通知を出させた」（山添議員）、「３党合意

では無償化が言われているが、まだしっかりし

た案は見えていない。先生の働き方にも課題

がある。３人の子どもを育てているが、「ごめ

ん、公立しか選択肢ないから」と言わざるを得

ない」（高木議員）、「文部科学委員を務めてい

る。私学の存在意義は、多様な学びの観点か

ら明らかだ。教育の機会均等を保障するため

にも、私学の無償化は必要だ」（西岡議員）、

「全国からこれほど多くのみなさんが参加され

ている。子どもを真ん中にした地域経済、子ど

もが幸せな街づくりをめざしたい。私学の無償

化はまだ道半ばであり、入学金などの負担が

解消していない」（杉村議員） 
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ご挨拶くださった国会議員のみなさん 
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お名前 選出 院 会 No お名前 選出 院 会

山崎誠議員 比例南関東 衆 立 1 藤原規眞議員 愛知 衆 立

○ 宮口治子議員 広島 参 無 2 斉藤嘉隆議員 愛知 参 立 ○
☆ 柴山昌彦議員 埼玉 衆 自 3 階猛議員 岩手 衆 立

山添拓議員 東京 参 共 4 山下芳生議員 比例 参 共

高木まり議員 埼玉 参 立 5 舟山康江議員 山形 参 国

☆ 西岡義高議員 神奈川 衆 国 6 芳賀道也議員 山形 参 無

杉村慎治議員 埼玉 衆 立 7 大串正樹議員 比例近畿 衆 自

8 坂本哲志議員 熊本 衆 自

9 平井卓也議員 比例四国 衆 自

10 山下雄平議員 佐賀 参 自

11 安江伸夫議員 愛知 参 公

12 工藤彰三議員 比例東海 衆 自

13 佐藤公治議員 広島 衆 立

14 平林晃議員 比例中国 衆 公

15 大石あきこ議員 比例近畿 衆 れ ☆

本 代 計 16 牧義夫議員 愛知 衆 立

自由民主党 1 8 9 17 おおたけりえ議員 比例東海 衆 立

立憲民主党 3 8 11 18 津島淳議員 青森 衆 自

国民民主党 1 2 3 19 八幡愛議員 比例近畿 衆 れ

公明党 0 2 2 20 金子恵美議員 福島 衆 立

日本共産党 1 1 2 21 坂井学議員 神奈川 衆 自

日本維新の会 0 0 0 22 小川淳也議員 香川 衆 立

社会民主党 0 0 0 23 玉木雄一郎議員 香川 衆 国

れいわ新選組 0 2 2 24 岩田和親議員 佐賀 衆 自

25

26

無 1 1 2 27

計 7 24 31 28

6 29

30

本 代 計
衆 4 18 22 ☆ …衆議院文部科学委員 3

参 3 6 9 ○ …参議院文教科学委員 2

7 24 31
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